
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・人、物の動きが活発で、その表情にも明るさがみえ
てきた。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・中旬までは天候にも恵まれ来街者が多かった。下旬
になり客足は減少したが、気温の低下とともに衣料品
関係に動きが出てきた。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

来客数の動き ・紅葉、海外旅行などの写真プリントが多かった。新
製品のデジタルカメラの売行きも今月になり好調であ
る。

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

単価の動き ・３か月前との比較では単価が上昇している。販売
量、来客数については上昇しているとはいえない。

百貨店（経営
者）

単価の動き ・セール、物産展が伸び悩む一方で、ファッション関
連のプロパーが順調に推移している。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・前年の売上は下回っているが、３か月前と比べると
前年比２～３％程度回復している。前年比100％以上
の店舗もエリア内で40％程度にまで増えてきた。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・企業の求人数が増え、募集をしてもあまり人が集ま
らない。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・当月はスーツ、コートなどについて、バーゲン客層
を含め、いつもより早く客が動き始めており、比較的
好調に衣料が売れている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・業態変更後、新規客層が確実に増えている。既存の
客もファッションに興味のある客層を中心に回帰して
いる。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・ダイレクトメールを発送したところ、通常よりも回
収が多く、来客数も増加した。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・今まで不振だった大型テレビが動くようになった。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・新型車イベントにより、これまで買い控えていた客
の来場が増えてきた。販売単価は相変わらず低いもの
の、販売台数は増えつつある。

その他専門店
［呉服］（経営
者）

来客数の動き ・10月初めに売出しをしたが、悪いと予想していた来
客数はまずまずだった。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前とは比較にならないくらい館内に活気があ
り、売上、来客数共に前年比10％ほど増加した。特に
当月は芸子の入る宴会が多く、ゴルフ客も目に付くよ
うになった。県外客が多く、特に関西からの客が目
立った。利用客の業種は自動車関係、建築関係、医療
関係が上位を占める。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・住宅建設工事関係や電気工事関係の客から、車、機
械の修理要請が増えている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・春の展示会に初回来場した客からの受注が上がり始
めている。ただし、契約までの時間は長くなってい
る。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・不景気感が慢性化している。ゆとりのない購買行動
が定着している。

一般小売店［書
籍］（経営者）

販売量の動き ・週末のまとめ買いが少なくなってきた。読書に費や
す余暇時間が少なくなっているようである。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・アパレル関係では冬物の動きが悪い。特に今年は強
力な売れ筋もなく、苦戦している。

百貨店（経営
者）

お客様の様子 ・客は何もしなければ買物をしないので、「珍しいも
のがある」「お買い得品がある」といった売手からの
動機付けが必要である。この様子は３か月前と変わっ
ていない。また、収益面をみてもトレンドは前年と変
わっていない。

家計
動向
関連



スーパー（経営
者）

来客数の動き ・首都圏、一部の製造業などでは明るい話題があるよ
うだが、地方と比べて随分と差があるようだ。食料品
は無駄なものは買わないというような堅実な消費動向
が続いている。マクロ的な環境と地域経済、あるいは
食料品を中心とした流通小売業界の状況とは差があ
る。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・卵の相場が上昇し、特売日に来客が集中する。競合
店の動きをみて買い回りしている様子もみられる。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・相次ぐ競合店の出店で、既存店の来客数、売上が
２％ほど影響している。競合店出店により地域の価格
競争が激化し、客の買い回りが強まり、買上点数が低
下してきている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・値段にかかわらず、気に入った物を買う時は決断が
早いが、「ついで買い」はなく客単価は上がらないた
め、良くはなっていない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・衣替えの時期なのに、客足は伸び悩んでいる。

家電量販店（従
業員）

お客様の様子 ・来客数は横ばいであるが、大型商品の動きが鈍く単
価が弱い。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・登録車数は５％程度の前年割れである一方、軽自動
車は５％程度前年を上回っている。相変わらず「軽高
登低」の傾向が続いている。車両本体価格、税金、ガ
ソリン代、メンテナンスコストなどの面から、この傾
向は続く。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・自動車販売は相変わらず悪い。高額な車は売れず、
小型車、軽自動車が中心であるが、契約には時間が掛
かる。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・前年と同様の企画を実施したところ、前年並みの実
績をあげた。根強い需要はある。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

単価の動き ・石油の価格が下がり始めたが、これからの価格変動
がどちらに転ぶかは難しい。販売価格の低下は、値上
げ幅以上になっている。

その他飲食［弁
当］（スタッ
フ）

販売量の動き ・県内、市内では倒産、廃業する量販店も多く、当社
を含めて景気の悪い状態が続いている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・前年比で売上が落ちている状況は、ここ３か月間変
わらない。

都市型ホテル
（スタッフ）

競争相手の様子 ・市内のホテルが来年撤退するなど、良いところと悪
いところの差が出てきた。ホテルが増えたことにより
競合が激しくなったことで優劣がはっきりしてきた。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・客のニーズは更に多様化しており、提供する側は的
確にとらえることが要求されている。対応できる店と
そうではない店の格差が大きくなっている。飲酒運転
への社会的関心が高まりドリンク関係の売上が伸び悩
んでいる。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・会議、宴会の受注物件数は増えているが、単価は下
がっており、全体的には横ばいである。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内個人旅行は前年を上回り、海外個人旅行は下
回った。団体旅行も下回っている。このような状況は
あまり変化がなく、３か月前から改善されなかった。

タクシー運転手 お客様の様子 ・３か月前と比較して悪い状態のまま変わっていな
い。客も「大変だ」と言っており、景気が良くなって
はいない。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず夜の客が少ない。
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・県内は雇用問題が深刻で、消費も控えめであり物が
売れていない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客との商談で景気について話すが、「以前と変わら
ない」との回答がほとんどである。一部建設業は上向
きとの声がある。

テーマパーク
（職員）

販売量の動き ・前月に比べ客の反応は良くなっているが、数字とし
てアップしていない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・体育の日の３連休にイベントを用意していたが発達
した低気圧の影響で２日間中止となり、痛手が大き
い。それを除けば前年並みである。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数は前年比96％程度の比率がずっと続いてい
る。景気回復に向かっている状況ではない。



美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の来店周期が延びている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・９月の中間決算では、東北地方の企業の業績は悪い
ようで、企業関係の動きが悪く、来客数が少ない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合各社のチラシ、ディスカウント攻勢が厳しく、
前期比で来客数95％、買上点数96％と依然厳しい状況
が続いている。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・倒産閉店した競合店の跡地に、他の競合先が居ぬき
（家具・設備などをつけたままの状態）出店を連発し
ている。人口が減少傾向であるなか、客の取り合いに
なっている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・主力である弁当類の売行きが大幅にダウンしてい
る。また、中旬以降の急激な気温低下で夜間の来客数
が減少している。全体的な来客数は変わっていない。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客は農家の人が多いが、米の値段も下がり、良い話
が聞かれない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・９月にオープンした県内最大のショッピングセン
ターの影響で、来客数が２割減となっており、売上が
低迷している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・毎日の来客数が少ない。例年であれば秋物の動きが
良くなる時期で、コートなどの大物が動き始める寒さ
になってきたにもかかわらず、来客数が少ないために
売上につながらない。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年同期比でも販売量が低下している。同業者の売
上も悪いとのことで、景気の上昇はこの地方において
は全く感じられない。むしろ後退している。

その他専門店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・冬支度が始まる季節で、灯油も前年より高騰してい
ることもあり、酒類は買い控えられた。また、飲酒運
転に対する世間の目が厳しくなり、観光地での酒類の
試飲会が差し控えられたことも影響し売上が減少して
いる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・最近になって来客数が急に減少している。業者に聞
いても売上が伸びずに困っているようである。

都市型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・前知事の逮捕により、客の動きが極端に悪くなっ
た。また、出直し選挙が始まったが、期間中は飲食関
係が影響をまともに受ける。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・宿泊部門は客室単価が上がらない。シングル需要が
多く、ツインも低単価のシングルユースで販売せざる
を得ない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・予約の人数は前年より増えたが、土日祝日の天候に
恵まれなかったこともあり、フリーの客が少なかっ
た。

悪く
なっている

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・客の動きが悪く、客単価、買上点数も悪くなってい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・当月の販売数は前年同月の６割とかなりの低水準で
推移している。月末にかけて追い込みをかけるが、そ
の結果によっては別の対策を検討しなければならない
状況である。販売のマイナス分をサービス部門がカ
バーすることで精一杯となっている。

良く
なっている

広告業協会（役
員）

それ以外 ・広告業界のメインであるマスメディアは良くない
が、商業印刷、交通広告、折り込み広告などセールス
プロモーション関係が好調に推移している。マンショ
ン、百貨店、ショッピングセンターなどの業績が良い
のが影響している。

やや良く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・９月に出荷した桃の精算があったが、予想よりも単
価が高く、完売した。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新しく発行した情報紙がきっかけとなり新たな客、
仕事が生まれてきた。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

それ以外 ・ガソリン高騰もかなり落ち着いてきた。会社の事業
が譲渡され、自らの所属する会社が変わったが、周り
の人達も含め会社変更に伴う臨時の収入もあったので
景況感は良い。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き続き大都市圏など県外が好調、県内は低調の傾
向であるが、ここにきて県内も前年実績に近づいてき
ている。

企業
動向
関連



その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・得意先の住宅会社のほとんどが受注を伸ばしてい
る。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・牛タン原料の相場は一時より下がったものの、米国
でのＢＳＥ発生前と比べると、５割高の高値で安定し
てしまった。

食料品製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品が伸び悩んでいるが、なんとか前年並みの受
注を確保している。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・折り込みチラシ印刷の依頼が減っている。折り込み
を入れても売上が伸びないということで、折り込みを
絞っているようである。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品、民生用需要共に好調が続いている。ま
た、為替もやや円安で推移していることから輸出環境
は好転している。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・上期の延長で10月は極端な変化はないが、受注の引
き合いが少なくなっている。一時的な生産調整なのか
判断が難しい。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・商談はあるようだが条件が厳しく、利益が薄いもの
がほとんどのようである。

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・デジタル家電製品の輸出は好調に推移しているが、
輸入の取扱量が全体的に少なくなってきている。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・取引先をみると、生活費補てんとして預金を取り崩
している状況がうかがえる。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・潜在的な住宅購入の需要はあり、条件の良い小規模
な分譲地はすぐに完売するが、供給が少ないため、地
域の景気を左右するまでに至っていない。供給者も需
要規模の判断がつかずに慎重な姿勢を崩していないた
めか、大きな分譲地の新規分譲は聞かれない。

やや悪く
なっている

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・10月に入ってから受注量が目立って減少した。この
傾向はすべての商品に共通する。店頭での来客数も減
少している。良い月と悪い月が交互にきている状況で
ある。

悪く
なっている

広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・来月にずれ込む物件が多かった。クライアントとし
て、どうしても今月中に必要なものではないというこ
とである。全体的に量不足であった。

良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新規求人数が前年比２倍になった。また、求人企業
は事業拡大へかじ取りをするところが増えてきてい
る。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・やや業種に偏りはあるものの、幅広く求人が入って
きている。通信関連からは５人、10人という単位での
発注が続いており際立っている。その他も総じて人手
はひっ迫している様子である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数は、前年同月比で９か月連続して増えて
おり、有効求人倍率も1.41倍と高くなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人が２か月連続で前年同月を上回っている。
派遣求人の増加により、サービス業が伸びているほ
か、医療、福祉分野での増加が顕著である。

変わらない 職業安定所（職
員）

それ以外 ・労働者数がわずかに上昇しているが、原油高騰対策
として賃金が上がらない。中小企業は利潤が減少して
いる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者は、前年同月比で2.3％増と３か月ぶり
に増加に転じたものの、離職者は減少しており、在職
求職者と無業者の増加が主要因となっている。経済状
況の好転に伴う求人数の増加により、転職希望者が増
えている。求人増加に加え、事業主都合離職者が減少
していることから、人手不足感が感じられる。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年と比べて、常用、パート共に減少
している。

悪く
なっている

○ ○ ○

雇用
関連


